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黒部市立たかせ小学校 学校だより

たかせの子
平成２９年度 平成３０年３月2３日（第15号）

平成2９年度修了式を行いました

一年間、ありがとうございました
学校長 宮 﨑 新 悟

窓越しに差し込む暖かい光に、春の訪れを感じ

ます。校庭の桜のつぼみもふくらみ始めました。

さて、本日、平成29年度修了式を行いました。

６年生が卒業し、いつもとは違う雰囲気に寂しさ

も漂いましたが、体育館に整列した子供たちの顔

つきはしっかりとしていて、１年間の成長の跡が

見られました。

修了式では、各学年の代表者に修了証書を手渡

しました。５年生が手本を見せてくれたおかげで、

修了式は厳粛で引き締まりました。

その後、１年間を通して、心身ともに健康で、

学校を一日も休まずに登校した子供たちに“皆勤

賞”を渡しました。皆勤賞をもらった子供は、16

日に卒業した６年生を含め100名。特に４年生は、

半数以上の20名が皆勤賞を受賞しました。素晴ら

しいですね。ちなみに、６年間、１日も欠席せず

に登校した６年生は３名いました。欠席者ゼロの

日は、年間を通して４日間でした。昨年度は11日

間でしたので、減ってしまったことは少し残念な

ことでした。来年度は、今年以上に元気に登校し、

皆勤賞をもらえる子が増えたり、欠席者ゼロの日

が増えたりすることを願っています。

さて、修了式の式辞では、「世界一楽しい学校をつくろう」という目標に向けて、今年度大切に

してきた、「考えることを大切にする」「友達や先生と仲良くする」ということについて振り返り

ました。加えて、来年度の始業式に向けて、春休みの間に「心の準備」、「体の準備」、「勉強の準

備」をしっかりするよう話しました。

教室に戻った子供たちは、担任の先生から修了証書（通知表）をもらい、１年間を振り返ると

ともに、春休みの過ごし方について確認していました。４月には、すべての学級が新しく編成さ

れてスタートすることから、本日がそれぞれの学級での最後の日となりました。友達や先生との

別れを惜しむ様子も見られ、印象的でした。

明日から４月４日(水)まで12日間の春休みです。新年度に子供たちが新たな気持ちでよいスタ

ートが切れるよう、ご家庭で生活リズムや学習環境を整えていただきますようお願いいたします。

また、暖かくなって外出する機会も多くなる一方で、体調が万全でない子供も見受けられます。

健康管理にご配意ください。重ねて、交通事故や水の事故等に遭わないよう、安全についての配

慮もお願いします。

保護者の皆様をはじめ各地区の皆様方には、今年度一年間、本校の教育活動充実に向けて多大

なるご理解とご協力を賜り、本当にありがとうございました。心より感謝申し上げます。学年末

休業日は短い期間ではありますが、教職員一同、今年度の成果と課題を踏まえ、次年度に向けて

しっかりと準備をしたいと考えております。来年度もどうぞ、よろしくお願いいたします。
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学校評価の結果をホームページに公開しました
今年度の学校アクションプランの結果につきましては、学校だより13号（3月2日発行）にてお

知らせしましたが、その内容も含めて、今年度学校評価の結果をホームページに掲載しました。

お時間があるときにご覧いただければと思います。以下、今年度の成果と来年度に向けた課題に

ついて、学校評価報告書より抜粋してお知らせします。

〔今年度の成果と来年度に向けた課題〕 ○成果 △課題

◆学校経営について

①教職員の協働体制づくり（内に開かれた学校づくり）
○日頃から様々な取組の成果を認め合ったり、課題を共有して共に取り組んだりするなど、校務の充

実を通して協働関係を強めた。

○校務のスリム化を図るとともに、行事などの内容や実施時期等についても見直し、学校パワーアッ

プを推進した。

△学校が組織として動くために、確実な「報告・連絡・相談・確認」を大事にしていく必要がある。

また、活力ある学校をつくりには、教職員の学校経営への参画意識をさらに高める必要がある。

△教育活動の重点化をさらに図り、年間を通したＰＤＣＡの評価活動を工夫する。

②家庭・地域との信頼関係づくり（外に開かれた学校づくり）
○学校経営方針をはじめ、アクションプラン、年間行事予定、家庭学習についての留意事項等を記載

した「たかせ小ガイド2017」を作成し、保護者に配布して家庭との連携に努めた。

○各種たよりによる積極的な情報発信並びにホームページの充実は、学校の教育活動に対する理解に

つながり、家庭との連携の大きな柱の一つとなっている。

○学校だよりを通して「学校経営に関するアンケート結果」を家庭に公表し、学校経営についての共

通理解を図ることができた。

△今後も、家庭との｢ちょっとした連絡・相談｣を大事にして信頼関係づくりを進めたい。

③教師の資質向上（人づくり）
○教師の仕事や授業づくり、子供や保護者との対応などについて、日頃の会話や雑談を大事にして、

互いに学び合う職員室となっている。

○新学習指導要領の改訂のポイントについて、具体例を示しながら伝えるとともに、各教科ごとの解

説本を揃えて閲覧できるよう環境を整え、教職員の意識改革に努めた。

④特別支援に関する校内支援体制の整備
○正副特支コーディネーターを軸に、支援を要する児童へのサポート体制を強化した。

△来年度は、特別な支援を必要とする児童が増えることが見込まれることから、正副特支コーディネ

ーターを軸に、学級担任、通級担当者、スタディ・メイトとの連携を十分に図るようにする。

◆学習指導について

①分かる・できる授業の取り組み
○学力向上市町村教育委員会プラン拠点校の指定を受けたことを契機に研修体制や内容の充実

を図った。特に若手教員の授業力向上を目指し、外部から6名の講師を招聘して全体研修を行

い、成果を上げることができた。

○研修では授業の導入･展開･終末での視点を基に、before/afterを意識しながら授業を行うようにし、

事前・事後研修会を通して成果と課題を明らかにしながら指導の工夫に努めた。

②学ぶ意欲の向上と授業規律の確立
○「学習習慣チェックカード」をもとに、各学級で重点項目を決めて取り組み、成果があった。

○「聞き合う力を育てる」ための３つの約束事や「話す・聞く・作業する」の区別等、全校で共通し

た学習規律の確立に努めることができた。

△授業での生徒指導の機能（自己肯定感を高める～「自己存在感」「共感的な人間関係」「自己決定の

場」など）を生かす研修を、さらに進める必要がある。
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③家庭学習の習慣化（アクションプラン２）
○各学級で家庭学習の方法を具体的に指導するとともに、各学年ごとに自主学習ノートの活用例を見本と

して掲示したり、家庭学習番付表を作成したりして意識を高めたことで、家庭学習のめやす時間（10分

間×学年＋10分）を達成した子供が昨年度と比較して増えた。

△今後、家庭学習を充実させていくには、授業の学習内容と家庭学習を効果的につなげたり、家庭学

習の取組のよさを発信したりして望ましい学習習慣の定着を図りたい。

◆生徒指導について

①積極的な生徒指導の推進
○子供の不安や悩みを見逃さない観察と共感的な声かけや相談活動に努めた。

（日頃のふれあい、「ふれあい週間」、「生活アンケート」他）

○生徒指導の力量を高める校内研修会を行い、互いの考えのよさや違いを学んだ。また、日々の出来

事を事例に、ミニ研修会を行った。

○「報告・連絡・相談・確認」を徹底し、些細な情報も共有して、問題が起きた場合は組織で対応す

る支援体制（生徒指導小委員会他）を今後も強化していく。

○「いじめ防止基本方針」を見直し、いのちを大切にした自分の生き方を考える機会の充実や、教師

自身の人権意識のさらなる向上に努めた。

②児童の温かい人間関係づくり（アクションプラン１）
○年間を通して、児童会のプロジェクト委員会を中心に進めた｢あったか言葉｣や「あったかポス

ト」の広がりで、子供たちの温かい関係づくりに成果が見られた。

（｢あったか言葉｣の発表・掲示、｢あったかポスト」｢あったか宅急便｣他）

○学級においても、「きらきらを見つけて伝えよう」「なかよしメッセージ」など、帰りの会などで互

いを認め合う温かい取り組みを進めた。

△特別支援コーディネーターを中心に、今後も特別支援学級の児童や通常級において特別な支

援が必要な児童への対応の在り方を検討し、組織的に取り組んでいく必要がある。

◆健康安全について

①健康指導（アクションプラン３）

○「早寝・健康生活調べ」や「とやまゲンキッズ作戦」の結果を保健だよりなどを通して知らせること

で、家庭と状況を共有し、連携しながら健康な生活習慣づくりを推進することができた。

○望ましい生活習慣の育成を目指して取り組んだ「テレビ・ゲームわが家のルール」チェックの結果は、３

学期の積極的な指導により92％となり、目標の85％を達成できた。各家庭で子供の生活リズムやゲームの

ルールを見直す機会となった。

②体力つくりの日常化

○「みんなでチャレンジ３０１５」等を活用して、始業前の自主マラソン、週一回の全校リレー（冬

期は大縄跳び）、大休憩時のマラソン（毎週水曜日）など、子供たちは目当てをもって取り組むこ

とができた。達成率は89.9％で、昨年度の81％を大きく上回ることができた。来年度は、90％を目

指したい。

△体力テストの結果をもとに、握力や長座体前屈など、各学年や全学年共通の課題などを確認して、

日頃の体育の授業等を通した活動の工夫が必要である。

③安全指導

○大雪による影響を受け、集団下校や安全な登下校について適宜全体指導を行った。また、教

職員及び高学年児童が協力して児童玄関等の除雪を行い、通学路を確保することができた。

○防犯パトロール隊や学童保育指導員（たかせキッズ）など、地域の方との連携を図り、児童の安全

確保に努めた。

△事故やケガの未然防止、発生したときの対処など、学校の危機管理体制を整備するとともに、児童

及び教職員の危機管理意識を高める必要がある。
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新学期に向け、「心の準備」、「体の準備」、「勉強の準備」を
春休みは短い休業ですが、子供たちにとっては最も大切な休みと言えます。それは、３月31日

から４月１日の日付をまたいで、１つ学年が進級するからです。新年度に向けて、「心の準備」「体

の準備」「勉強の準備」をしっかり整えることが大切です。

◇「心の準備」…進級できる喜びを味わい、新しいスタートへの期待を膨らませましょう

「進級できると嬉しいね」というように、お子さんと一緒に進級の喜びを分かち合いながら、充実した春休みにな

るよう、ご配慮ください。過度のプレッシャーは禁物。子供たちが自ら「頑張るぞ！」という前向きな思いをもてるよう

になるといいですね。

◇「体の準備」…生活リズムを整えるとともに、むし歯などがある子は治療を済ませましょう

時間をコントロールして、生活リズムを整えましょう。まずは、早寝早起きが大切です。むし歯などの治療が必要

な場合は、できるだけ春休み中に治療を完了させましょう。

◇「勉強の準備」…各学年で学んだことを確認し、家庭学習にしっかり取り組みましょう。

パワーアップノートを３冊以上達成した子の数は193名で、全校児童の75.1％となりました。大変素晴らしいと思

います。春休み中もしっかりと家庭学習に取り組みましょう。各学年で学んだ漢字は、全て読んだり書いたりできる

ようになるなど、各学年で学んだことを振り返り、分からないことがないようにすることが大切です。新３年生以上の

子供たちは４月早々に学力調査が実施されます。また、新６年生の子供たちは、全国学力・学習状況調査を

受けます。スタートダッシュが肝心です。

＊＊４月 及び ５月の主な行事予定です＊＊＊＊＊＊ ☆ＰＴＡ関連行事 ＊＊

４月５日（木） 離任式、着任式、平成30年度始業式
６日（金） 給食開始、入学式準備 ＊鷹施中学校入学式
９日（月） たかせ小学校入学式 ＊給食なし
10日（火） 小教研学力調査（国語：3～6年／理科：４～6年） １年生給食開始
11日（水） 小教研学力調査（算数：3～6年／社会：４～6年）
16日（月） 地区児童会／集団下校 魚津ブロック教員研修会(教員研修のため午後から授業なし)
17日（火） 全国･学力学習状況調査（6年／国語･算数･理科） 防犯パトロール隊出発式（１･２年)
20日（金）☆PTA総会リハーサル
21日（土）☆学習参観、学校説明会、PTA総会、学年･学級懇談会、PTA歓送迎会

※児童は弁当持参、５限までの授業後下校
23日（月）振替休業日
26日（木）全校リレー（予備日27日）
29日（日）㊗昭和の日
30日（月）振替休日

５月１日（火）学校集金口座振替 防犯パトロールの日
２日（水）バス遠足
３日（木）㊗憲法記念日
４日（金）㊗みどりの日
５日（土）㊗こどもの日
７日（月）耳鼻科検診
８日（火）耳鼻科検診・眼科検診
９日（水）内科検診（上学年） アルミ缶エコキャップ回収
10日（木）内科検診（下学年） 全校リレー（予備日11日）
15日（火）尿検査 防犯パトロールの日
16日（水）尿検査予備日 アルミ缶エコキャップ回収
17日（木）１年生 心臓検診 全校リレー（予備日18日）
18日（金）黒部市小学校連合体育大会 ※予備日は5/22(火）
23日（水）アルミ缶エコキャップ回収
24日（木）全校リレー（予備日なし）
27日（日）黒部名水マラソン
30日（水）家庭訪問 第１日目 ＊詳細は後日
31日（木）家庭訪問 第２日目

６月１日（金）家庭訪問 第３日目 学校集金口座振替日


